
安全でおいしい水を安定的に給水する

水道局，文化産業局

めざすまちの姿

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

水道水がおいしいと思っている人の割合
水道展アンケート調査で，「倉敷市の水道水はおいしいですか。」という設問
に対して，『おいしい』『まあまあおいしい』と回答した人の割合。

水道水を飲料水として直接飲んでいる人の割合(直接飲用率）

水道展アンケート調査で，「ご家庭ではどのようにして水道水を飲んでいま
すか。」という設問に対して，『そのまま飲んでいる』『冷やしたり，沸騰させた
りして飲んでいる』『お茶やコーヒーなどで飲んでいる』『浄水器を利用して飲
んでいる』と回答した人の割合。

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

まちづくり指標
目指す
方向性

算出方法

節水を心掛けている人の割合
水道展アンケート調査で，「日頃から水を大切にし，節水に心がけています
か。」という設問に対して，『よく心がけている』『時々心がけている』と回答し
た人の割合。

【安全・安心】 常に安全でおいしい水が届いている

市の基本方針

●水道水の水質向上に努め，安全で快適な水道水の供給を通して，信頼される水道をめざします。
●適正規模での施設運用に加え，早期復旧が可能となる災害に強い施設整備などを行い，十分な量の水道水を安定して供給します。
●倉敷の水道を持続・発展させるため，水道施設や組織を健全な状態に保ち，財務体質を強化して，水道事業の健全経営を図ります。
●公営企業の社会的責任を果たすため，民間事業者の育成や給水にかかわる環境対策を推進するなど，住み良い環境と豊かな地域づくりに資
する取組を行います。

数値目標

第六次総合計画　施策評価シート（令和２年度）
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【グラフの見方】  
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●重要度に見合う以上の満足度が得られている（C）
●重要度が平均値より高い（＋）
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重要度（高）

市民の重要度・満足度（R2.5アンケート調査結果）

領域
偏差値

重要度（高）
重要度 満足度

水道料金等収納率の向上対策
(Ⅰ)　水道料金等の収納率向上を目的として実施した。
(Ⅱ)　令和元年度末時点で，収納率は96.49％から96.86％へ，前年度比0.37ポイント上がった。
(Ⅲ)　負担の公平性を図り，安定的な給水収益を確保するため，継続して実施する。

ー

流量監視システム構築事業

(Ⅰ)　有収水量の分析，改良工事の評価及び災害・事故時の迅速な対応への活用を目的として，主要
配水池及び主要配水管の流量をリアルタイムで監視・データ化する。
(Ⅱ)　倉敷地区において，路上局３箇所を設置し水道ＧＩＳ（地理情報システム）に情報を追加した。
(Ⅲ)　主要な配水管の流量を監視するための路上局を順次配備し，目的とする評価，対応を行ってい
く。

30,982

真備浄水場更新事業
(Ⅰ)　老朽化した真備浄水場を適正規模で，かつ最適な方法により更新することを目的に実施した。
(Ⅱ)　更新工事が入札不調となったため，更新手法の見直しを行った。
(Ⅲ)　次期整備計画での水需要検討と合わせ，施設更新内容を見直していく。

ー

水道施設の耐震化の推進事業

(Ⅰ)　水道施設の耐震化を目的として実施した。
(Ⅱ)　耐用年数が経過していく口径50mm以上の配水管，基幹管路及び加圧施設の更新や新設を計
画的に実施している。令和元年度末時点で，基幹管路の耐震適合率は38.97％から39.43％へ，前年
比0.46ポイント上がった。
(Ⅲ)　優先度が高い管路・施設から順次耐震化を継続して実施する。

2,441,429

水源林管理事業

(Ⅰ)　高梁川上流地帯に整備した水源林を健全な状態で維持して，水源かん養機能等を高度に発揮さ
せ，良好な水資源を確保することを目的として実施した。
(Ⅱ)　計3カ所90.9haの水源林において，間伐，撫育等の保育・管理を行った。
(Ⅲ)　森林の生育状況に応じた適切な管理が必要であり，継続して実施する。

4,792

水源水質監視体制の強化

(Ⅰ)　安全でおいしい水道水の安定した供給に必要な水源水質の変化に対応した浄水処理を実施する
ため，水源水質の状況を適切に把握することを目的として実施した。
(Ⅱ)　定期的に高梁川上流域のカビ臭調査及び検査を実施し，その結果を浄水処理に反映させること
で，水道水のカビ臭物質濃度を低減させ，おいしい水道水を安定供給することができた。
(Ⅲ)　安全でおいしい水道水を安定して供給するために，水源水質の状況把握を継続して実施する。

44,828

施策を推進する主な事業の評価

区分 事業名 目的(Ⅰ)／令和元年度の主な実績(Ⅱ)／今後の方向性(Ⅲ)
R1年度
決算額
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